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研究情報の名称 新材料開発支援時間依存型材料強度データの推定手法開発 
概要 
従来，新材料開発を行うには下図のような手順を踏む必要があったが，本研究では静的強度データ（引張，シャル
ピー，破壊靭性）から時間依存型強度データ（以下，TD 強度データ：疲労，クリープ，応力腐食割れ）を概略予想
可能な材料強度統合モデルを提案し，そのモデルに基づくシミュレーションプログラムを開発した．これにより静的
強度データを取得するだけで，短期間で時間依存型強度データの推定・取得が可能になると考えられる． 
 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
 
関連している企業・大学・団体等 なし 
関連する特許 1件 なし 
関連する論文 1編 飯井俊行・石原健一・渡邊勝彦：機論, 70 (2004), pp. 604-611. 
 
 
新材料開発を行うには… 
・引張試験 
・シャルピー試験 
・破壊靭性試験 
・疲労試験 
・クリープ試験 
・応力腐食割れ試験 
⇒各種実験が必要 
従来 
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セルの材料抵抗 
・cyclic機構：∆kSij = Ψij1∆KS
・static機構：kCij = Ψij2KC 
∆KS, KC：基本材料抵抗 
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